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二
つ
・
の
議
案
な
ど
承
忍

　
　
開
会
の
挨
拶
を
す
る
本
多
理
事
長

　
全
仏
の
常
務
理
事
会
は
、
去
る
八
月
五
日
午

後
一
時
か
ら
、
京
都
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
。

　
本
多
理
事
長
三
帰
依
文
唱
和
、
挨
拶
、
豊
田

総
務
局
長
開
会
の
辞
に
引
き
つ
づ
い
て
、
豊
田

局
長
か
ら
、
六
月
二
十
四
日
付
け
で
新
し
く
就

任
し
た
、
龍
山
哲
成
事
務
次
長
（
本
願
寺
派
）

な
ら
び
に
川
井
匡
俊
国
際
文
化
局
長
（
浄
土
宗
）

の
紹
介
が
行
わ
れ
、
両
氏
が
就
任
の
挨
拶
を
行

っ
た
。

　
そ
の
後
、
議
長
に
本
多
理
事
長
、
議
事
録
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
言
口

名
委
員
に
鱒
渕
正
浩
、
岩
上
覚
二
の
両
師
を
選

ん
で
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
九
年
度
予
算
案
編

成
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
、
部
長
か
ら
説
明
。
来
年
度
は
、
匿

同
和
推
進
費
や
事
務
総
局
機
構
検
討
委
貝
回
新

設
に
伴
う
費
用
な
ど
、
増
額
が
予
定
さ
れ
る
が
、

総
意
で
四
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
近
い
上
昇
に
止
め

る
、
と
い
う
事
務
局
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
＝
号
「
同
和
委
員
会
よ
り
提
出
さ
れ

た
要
望
書
に
つ
き
事
務
総
局
案
の
検
討
の
件
」

　
担
当
局
長
、
部
長
か
ら
説
明
。
同
和
問
題
特

別
理
事
会
を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を
骨
子
と
す

る
、
事
務
総
局
案
を
承
認
。

　
休
憩
の
後
、
豊
田
総
務
局
長
か
ら
、
五
月
二
十

六
日
事
務
総
長
に
就
任
し
た
藤
原
知
徳
師
（
曹

洞
宗
）
が
、
諸
般
の
事
情
で
七
月
二
十
九
日
辞

表
を
提
出
し
、
曹
洞
宗
で
は
後
任
の
推
薦
を
準

備
し
て
い
る
、
後
任
が
決
ま
る
ま
で
、
龍
山
哲

成
事
務
次
長
が
、
次
長
の
ま
ま
事
務
総
局
の
代

表
者
と
な
る
、
等
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
報
告
事
項

①
「
第
＋
四
回
W
F
B
大
会
に
つ
い
て
」

②
「
第
三
＋
回
記
念
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ

い
て
」

③
「
第
三
回
同
和
研
修
会
に
つ
い
て
」

④
「
第
＋
六
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
に
つ
い
て
」

各
担
当
局
長
か
ら
報
告
。

全
仏
副
会
長
に
林
野

　
去
る
六
月
二
十
四
日
付
け
で
、
全
仏
の
新
し

い
副
会
長
に
林
亮
海
師
が
就
任
し
た
。
こ
れ
は

東
京
都
仏
教
連
合
会
の
会
長
に
、
小
峰
順
誉
師

に
代
わ
っ
て
弓
師
が
就
任
し
た
の
に
伴
う
人
事
。

塗
師
は
東
京
練
馬
区
・
真
言
宗
豊
山
派
長
命
寺

住
職
で
、
元
豊
山
派
宗
務
総
長
。
八
十
歳
。

　
な
お
、
小
峰
前
副
会
長
は
、
真
言
宗
智
山
派

の
管
長
に
就
任
さ
れ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
副
部
会
長
に
藤
岡
師

　
第
六
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会
は
、
去
る
七

月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会

議
室
で
開
催
さ
，
れ
た
。

　
最
初
に
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委

員
会
総
務
局
長
を
務
め
る
龍
山
哲
成
事
務
次
長

が
、
就
任
の
挨
拶
な
ら
び
に
開
会
の
挨
拶
を
行

っ
た
。
つ
づ
い
て
貝
山
宣
泰
副
部
会
長
を
座
長

に
協
議
を
開
始
し
た
。

　
①
副
部
会
長
人
事
に
つ
い
て

　
今
年
六
月
十
六
日
付
け
で
、
本
願
寺
派
か
ら

実
行
委
貝
と
な
っ
た
藤
岡
義
昭
師
が
副
部
会
長

に
就
任
す
る
こ
と
を
決
定
。

　
②
交
換
文
書
の
調
印
に
つ
い
て

　
交
換
文
書
調
印
に
か
か
わ
る
問
題
点
に
関
し
、

様
々
な
意
見
が
提
起
さ
れ
た
が
、
こ
の
日
は
出

席
委
員
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
意
見
交
換
に
と

ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
総
務
部
会
の
も
ち
方
に
関
し
て
協

議
が
な
さ
れ
、
事
務
局
で
十
分
出
席
を
確
保
す

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
5
9
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
容
三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

申定サ
込　イ
先価ズ

9
×
1
4
㎝

五
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－

四
　
全
仏
総
務
局

　
「
懸
仏
手
帳
係
」
宛
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三
条
英
三
条
三
三
条
条
条
三
三
条
三
三
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
莱
条
崇

地
震
義
援
金
を
被
災
地
へ
送
る

山
陰
嶺
町
救
援
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　
去
る
五
月
二
十
六
日
の
日
本
海
中
部
地
震
に

対
し
、
救
援
物
資
の
募
集
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

別
表
の
通
り
多
額
の
義
援
金
を
お
送
り
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
時
局
対
策

部
で
は
さ
っ
そ
く
、
青
森
県
仏
教
会
及
び
、
秋

田
市
仏
教
会
を
通
し
て
被
災
地
の
方
々
へ
お
送

り
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
お
こ
り
ま
し
た
、
山
陰
地
方

の
豪
雨
に
対
し
て
も
、
義
援
金
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

義援金一覧（到着順）

　団体名　　 金額（剛

真理舎　　　　　 10，000
真言宗山階派　　　　　　20，000
浄土宗西山深草派　　　　10，000
念法真教　　　　　　　100，000
岡山県仏教会　　　　　　30，000
全日本仏教会　　　　　10，000
全日本仏教会職員一同　　20，000
真言宗須磨寺派　　　　　20，000
総：本山仁和寺　　　　　　10，000

京都府仏教会　　　　　　10，000
仏教振興財団　　　　　　30，000
黄彙宗大本山萬福寺　　　30，000
和歌山県仏教会　　　　　50，000
東京ブディストクラブ　　20，000
沖縄県仏教会　　　　　　50，000

楽
条
条
条
条
条
条
莱
条
条
条
条
条
条
条
条
莱
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
楽

「
財
務
手
引
書
」
第
三
巻

編
集
に
小
委
員
会
旨
く

　
税
務
委
員
会
で
は
、
「
財
務
手
引
書
」
①
②
が

完
成
し
た
の
に
引
き
続
き
、
第
三
巻
を
編
集
す

る
た
め
小
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
一
回
税
務
小
委
貝
会
は
六
月
二
十
日
、
第

二
回
は
、
八
月
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

「
財
務
手
引
書
」
③
は
、
仮
称
を
「
寺
院
の
収

益
事
業
と
納
税
事
務
」
と
し
、
寺
院
の
収
益
事

業
を
内
容
と
す
る
。
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
得
る
必
要
か
ら
、
公
認
会
計
士
を
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
等
を
き
め
、
さ
ら
に
会
議

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

　
税
務
委
員
会
が
編
集
し
た
『
財
務
手
引
書
』

①
②
は
、
六
月
末
か
ら
各
加
盟
団
体
へ
配
布
が

始
ま
り
、
大
き
な
反
響
を
よ
ん
で
い
ま
す
が
、

県
単
位
の
仏
教
会
が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
地
域

に
つ
い
て
は
、
全
仏
加
盟
宗
派
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
、
時
局
対
策
部
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
各
ご
宗
派
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
す
み
や
か
に
ご
返
答
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
時
局
対
策
部
で
は
、
こ
の
『
財
務
手

引
書
』
①
②
の
内
容
に
関
し
て
、
ご
感
想
、
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

…
　
　
訂
正
　
本
誌
七
月
号
四
頁
「
同
和
現
地
研
　
…

”
　
修
ひ
ら
く
」
の
記
事
中
、
〈
本
願
寺
派
同
朋
運
　
”

“
　
動
本
部
が
製
作
〉
を
〈
読
売
テ
レ
ビ
が
製
作
〉
　
鴨

…
　
へ
訂
正
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

昭和58年12月3日（土）～12月9日㈹第14回W；8

、
と
∴
．
蹴
．
窟
、
・
奨
馬
、

ごあいさつ

　平素は全日本仏教会のため何かと多大の御支援、御協力
を賜わり厚くお礼申し上げます。

　さて第14回世界仏教徒会議インドネシア大会は本年12月4

日より5日間首都ジャカルタにて開催されることになりました。また

WFB（世界仏教徒連盟）本部、及びインドネシア仏教会の御

好意により、私は当大会の来賓として参加することとなりました。

　そこで、本会ではこの大会を記念して大会開会式参加後、

世界的なボロブドール仏教遺跡を巡拝し、南海の楽園といわ

れるバリ島をめぐるツアーを計画致しました。

　つきましてはこの絶好の機会に皆様多数お誘い合わせ、ご

参加下さるようお願い申し上げます。　　　　　　　　合掌

　　　　　　　　　　　財団法人　全日本仏教会々長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子　日威

（財）全日本仏教会画企

旅行主催《ヨ薪游行◎
　　　　　　　赤坂海外旅行・団体旅行センター
魯（03）586・4631㈹仏教デスク柳沢、小野轍で
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WFB大会につ
いて話し合い
　国際専門委員会

　
第
三
回
国
際
専

門
委
員
会
は
、
七

月
二
十
九
日
午
前

十
時
か
ら
明
照
会

館
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
開
会
に
先
だ
ち
、

新
任
の
川
井
匡
俊

国
際
文
化
局
長
の

挨
拶
が
行
わ
れ
、

近
藤
隆
敬
委
員
長

を
議
長
に
議
事
を

開
始
し
た
。

　
こ
の
日
は
主
に
、
第
十
四
回
W
F
B
大
会
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
ま
ず
田
代
国
際
部
長
か

ら
、
七
月
七
、
八
の
両
日
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ

れ
た
W
F
B
執
行
委
員
会
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
開
催
地
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
内
の
ど
こ
に
な
る
か
結
論
が
出
て
い

な
い
。
W
F
B
執
行
委
と
し
て
は
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
、
役
員
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
へ
派
遣
す
る
。
期
日
は
今
年
の
九
日
か
ら
十

六
日
ま
で
と
変
更
す
る
。
全
仏
で
募
集
し
て
い

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ツ
ア
ー
は
実
施
す
る
、
等
々

で
あ
っ
た
。

　
専
門
委
員
の
間
か
ら
、
種
々
の
意
見
が
出
さ
か

れ
た
が
、
W
F
B
本
部
の
決
定
に
従
う
と
い
う

結
論
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
会
に
派
遣
す
る
代

表
団
は
、
①
来
賓
－
全
仏
会
長
、
副
会
長
の
中

．
か
ら
一
名
、
②
代
表
－
理
事
会
の
中
か
ら
一
名

（
首
席
代
表
）
、
事
務
総
局
か
ら
一
名
、
③
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
－
国
際
専
門
委
か
ら
一
名
、
事
務
総

局
か
ら
二
名
、
と
い
う
事
務
局
案
が
承
認
さ
れ

た
。

　
そ
の
他
、
来
日
を
希
望
す
る
外
国
人
僧
侶
・

留
学
生
に
つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
内
規
を
検
討

す
る
、
等
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　
　
◇
＄
＄
魯
魯
魯
参
＄
＄
＄
＄
＄
魯
◇

　
文
化
専
門
委
の
初
会
合

　
　
　
　
　
囲
碁
大
会
な
ど
承
認

　
第
一
回
文
化
専
門
委
貝
会
は
、
去
る
八
月
三

日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
開
会
に
先
だ
っ
て
、
川
井
匡
俊
国
際
文
化
局

長
並
び
に
、
川
島
宏
之
文
化
部
長
が
新
任
の
挨

拶
を
行
い
、
若
林
隆
光
委
員
長
を
議
長
に
、
議

事
を
開
始
し
た
。

①
仏
教
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

　
全
仏
で
は
、
毎
年
、
文
化
財
保
護
を
推
進
す

る
た
め
、
自
民
党
の
文
教
部
会
・
文
教
制
度
調

査
会
へ
「
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
修
理
・
管
理
・

防
災
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
書
」
を
提

出
し
て
い
る
が
、
本
年
度
も
こ
れ
ま
で
の
「
要

望
書
」
の
内
容
を
一
部
修
整
し
て
、
提
出
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　
②
第
＋
六
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
に
つ
い
て

　
十
月
二
十
一
日
、
日
本
学
士
会
館
で
開
催
さ

れ
る
予
定
の
文
化
会
議
に
つ
い
て
、
各
委
員
か

ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
事
務
局
で
そ
の
趣
旨
を

文
化
会
議
運
営
委
員
会
へ
お
伝
え
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
こ
の
他
、
京
都
産
業
大
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

問
題
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
最
後
に
、
僧

職
者
に
よ
る
全
国
囲
碁
大
会
を
開
催
す
る
と
い

う
提
案
が
承
認
さ
れ
、
終
了
し
た
。

点火が簡単、半永久的に使用できる

「火宝」は、ご仏壇・お墓参りの御燈明用マッチとしてふさわしい優れた特徴をも

つ、安全で便利なマッチです。落ちついたデザインで色も黒の他6色、お名前・ご

紋を入れる事も可能です。こ落慶・祭事・行事の記念品にもご利一下さい。
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1．軸の燃えかすがでないので、

　　ご仏壇のまわりを汚しませ

　　ん。

2．軸が長いので、ゆとりをも

　　ってこ灯火できます。

3．わずかなオイルの補給で、

　　半永久的に使えます。

4．水に濡れても、長期間保存

　　しても大丈夫です。
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長谷川正浩回答四仏顧問弁護士

【
質
問
】

　
昨
今
税
務

署
の
調
査
・

指
導
が
き
び

し
い
の
で
す

が
、
小
生
は

経
理
の
方
面

こ
う
ど
く
、

困
っ
て
い
ま

す
。
こ
と
に

会
計
帳
簿
を

つ
け
る
と
い

う
こ
と
は
、

意
識
し
な
い

で
も
、
体
が

拒
否
し
て
い
る
の
で
は
と
思
う
ほ
ど
苦
手
で

す
。
そ
こ
で
税
理
士
さ
ん
に
依
頼
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
点
に
注
意
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
際
、
税
理
士
さ
ん

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
く

れ
る
の
で
す
か
（
兵
庫
県
N
寺
住
職
）
。

【
回
答
】
　
税
理
士
の
業
務
は
、
大
き
く
分

け
て
つ
ぎ
の
三
つ
に
分
れ
ま
す
。
　
一
つ
は
、

税
務
代
理
で
、
租
税
の
申
告
・
申
請
・
不
服

申
立
て
、
過
誤
納
税
金
の
還
付
の
請
求
そ
の

他
に
つ
い
て
代
理
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

右
に
つ
い
て
相
談
を
う
け
る
税
務
相
談
が
二

つ
め
、
三
つ
に
は
、
申
告
書
、
申
請
書
、
請

求
書
そ
の
他
税
務
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類

を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
業
務
は
、
税
理
士
試
験
に
合
格

す
る
か
、
試
験
を
免
除
さ
れ
て
、
そ
の
資
格

を
取
得
し
た
者
で
な
け
れ
ば
、
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
弁
護
士
と
公
認
会
計
士
は

当
然
こ
の
資
格
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
税
理
士
と
顧
問
契
約
を
結
び

ま
す
と
、
一
ヶ
月
に
一
回
程
度
、
帳
簿
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
帳
簿

の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
な
指
導
を
し
て
く
れ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
。
お
寺
の
会
計
帳
簿
は
、
収
益
事

業
を
し
て
い
な
い
限
り
、
費
用
と
収
益
を
対

応
さ
せ
た
り
、
減
価
償
却
を
お
こ
な
っ
た
り

す
る
よ
う
な
複
雑
な
こ
と
は
不
要
で
す
か
ら
、

簡
単
に
覚
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寺
で
お
こ
な
う
収
益
事
業
も
、
お
花
や
お

線
香
を
売
っ
た
り
、
貸
地
や
貸
家
、
貸
席
程

談
に
あ
ず
か
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
こ

れ
は
本
来
の
税
理
士
業
務
と
は
別
個
の
も
の

で
す
。
お
寺
の
場
合
、
そ
の
経
営
方
針
や
、

専
門
経
営
か
ら
く
る
諸
問
題
の
相
談
に
の
っ

て
も
ら
お
う
と
し
て
も
、
普
通
の
税
理
士
で

は
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
財
産
管
理
に

つ
い
て
は
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
顧
問
契
約
を
結

ぶ
と
き
に
よ
く
話
し
合
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
税
理
士
の
顧
問
料
で
す
が
、
一
ヶ
月
に
半

日
程
度
帳
簿
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
帳
簿
を
整

理
し
て
、
日
頃
の
税
務
相
談
に
の
っ
て
も
ら

っ
て
、
．
月
額
三
万
円
か
ら
五
万
円
位
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
記
帳
の
代
行
を
依
頼
す
る
と

税
理
士
の
依
頼
に
つ
い
て

度
な
ら
ば
、
難
か
し
い
と
い
う
程
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
難
か
し
い
形
而
上
学
を
修
め

ら
れ
た
教
師
の
方
々
に
は
む
し
ろ
易
し
す
ぎ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
苦
手
と
い
っ
て
も
要
は

数
字
か
ら
逃
げ
な
い
こ
と
で
す
。
も
し
、
帳

簿
を
つ
け
る
こ
と
も
面
倒
だ
と
い
う
な
ら
ば
、

税
理
士
に
記
帳
の
代
行
を
依
頼
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
毎

日
つ
け
る
入
出
金
伝
票
と
領
収
書
等
の
管
理

は
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
決
算
期
に
申
告
の
代
理
と
そ
の
書
類
を

作
成
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
一
般
の
中
小
企
業
で
は
、
税
理

士
が
経
営
方
針
や
、
経
営
上
の
諸
問
題
の
面
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そ
の
倍
額
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と

も
、
こ
れ
ら
は
、
地
方
に
よ
っ
て
も
、
ま
た

税
理
士
に
よ
っ
て
も
ち
が
い
ま
す
か
ら
、
右

を
一
応
の
目
安
に
し
て
、
よ
く
相
談
さ
れ
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
税
理
士
を
頼
む
と
な
る
と
、
さ

て
、
ど
う
い
う
人
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
こ
と
を
頼
む
場
合
も
同
じ
で
す
が
、

ま
ず
、
誠
実
な
人
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
し

て
税
理
士
と
し
て
の
誠
実
さ
と
は
、
納
税
者

の
信
頼
に
こ
た
え
る
姿
勢
を
く
ず
さ
な
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
法
律
の
解
釈
が
、
納
税
者
に

有
利
に
な
ら
な
い
か
を
常
に
研
究
し
、
自
己

の
見
解
を
も
っ
て
、
税
務
職
員
と
交
渉
す
る

姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
出
て
き
た
場
合
、
税
務
署
に
相
談
し
、

税
務
署
の
見
解
を
お
お
む
が
え
し
の
よ
う
に

依
頼
者
に
答
え
る
人
は
、
納
税
義
務
の
適
正

な
実
現
や
そ
の
道
義
の
高
揚
に
努
力
し
て
い

る
と
は
到
底
い
え
ま
せ
ん
。
お
寺
に
つ
い
て

詳
し
い
税
理
士
は
ま
だ
極
め
て
少
な
い
で
す

か
ら
、
お
寺
に
詳
し
い
税
理
士
が
身
近
に
い

な
け
れ
ば
、
常
に
勉
強
を
怠
ら
な
い
人
を
さ

が
し
出
す
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。
税

務
職
員
も
お
寺
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
詳
し

く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
税
理
士
が
勉
強
を
怠

ら
な
け
れ
ば
、
税
務
職
員
を
リ
ー
ド
す
る
こ

と
も
難
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
税
務
調
査
が
あ
っ
た
場
合
、
嫌
が
ら

な
い
で
調
査
に
立
合
っ
て
く
れ
る
税
理
士
を

み
つ
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、
過
去
帳
や
個
人
的
な
預

金
通
帳
の
呈
示
を
正
当
に
拒
む
こ
と
が
納
税

者
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
た
と
き
は
、

毅
然
と
し
て
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
税
理

士
は
、
国
税
庁
長
官
に
懲
戒
権
を
握
ら
れ
て

い
る
せ
い
か
、
は
た
ま
た
、
今
後
の
税
務
署

と
の
関
係
が
ま
ず
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
せ

い
か
、
納
税
者
か
ら
み
て
隔
靴
掻
痒
の
感
を

抱
く
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
税
務
調

査
の
立
ち
合
い
等
は
、
い
さ
さ
か
我
田
引
水

で
す
が
弁
護
士
に
お
頼
み
に
な
っ
た
方
が
良

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
以
上
を
参
考
に
良
い
税
理
士
に
遙
遁
さ
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
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ム
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
現
況
如
何
？

　
○
去
る
六
月
末
か
ら
七
月
始
に
か
け
て
チ

ベ
ッ
ト
に
旅
行
し
、
ラ
サ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
・

シ
ガ
ッ
エ
等
各
地
の
寺
院
に
参
詣
見
学
す
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
、
も
と
よ
り
不
十
分
な

瞥
見
に
過
ぎ
な
い
が
ご
参
考
ま
で
に
報
告
す

る
。　
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
が
解
放
初
期
に
お
い
て

事
実
上
抑
圧
を
受
け
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
り
、
文
革
時
代
に
は
多
く
の
寺
院
が
破

壊
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
大
部
分
は
廃
寺
と
な

っ
て
い
る
。
僧
侶
数
は
極
度
に
減
少
さ
せ
ら

れ
、
布
教
権
を
奪
わ
れ
た
老
僧
だ
け
が
存
続

を
認
め
ら
れ
て
、
細
々
と
儀
式
を
続
け
る
こ

と
が
出
来
、
壮
年
以
下
の
僧
侶
は
還
俗
す
る

か
、
寺
外
に
労
働
に
出
る
か
し
て
露
命
を
つ

な
ぐ
か
の
状
況
に
追
い
こ
ま
れ
て
、
抵
抗
す

る
も
の
は
別
種
の
断
圧
を
受
け
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
若
年
の
雛
僧
の
出
家
は
全

く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
見
学
に
よ
っ
て
も
僧
侶
数
の
復
旧

は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
．
千
・
万
の
単
位
で
数
え
ら
れ
た
と
い
わ

れ
る
各
寺
院
の
僧
侶
数
は
百
を
単
位
で
数
え

ら
れ
、
そ
れ
も
五
百
を
越
え
る
も
の
は
殆
ん

ど
な
く
、
老
残
の
僧
数
十
名
と
い
っ
た
感
じ

が
強
か
っ
た
。
そ
し
て
誇
り
高
き
威
厳
と
い

っ
た
相
好
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
観
光
用

と
い
っ
た
ム
ー
ド
さ
え
感
じ
ら
れ
る
処
も
あ

り
、
イ
ン
ド
領
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
の
寺
院
住
職

（
例
え
ば
ス
ピ
ト
ク
寺
）
と
は
隔
た
り
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
復
帰
へ
の
願
望

の
強
さ
の
裏
付
け
と
も
思
わ
れ
た
。

　
た
だ
シ
ガ
ッ
エ
の
タ
シ
ル
ン
ポ
寺
で
は
壮

年
僧
に
よ
る
経
典
の
印
刷
（
マ
日
車
用
）
な

ど
が
い
き
い
き
と
行
わ
れ
、
又
昨
年
出
家
し

た
と
い
う
数
人
の
雛
僧
の
初
級
試
験
が
集
会

場
で
行
わ
れ
、
終
了
後
師
僧
の
祝
福
の
カ
タ

を
受
け
た
小
僧
た
ち
が
お
礼
の
カ
タ
を
師
僧

に
捧
げ
て
喜
び
あ
う
様
を
実
見
で
き
た
の
は

喜
び
を
以
て
報
告
す
べ
き
出
来
事
と
思
わ
れ

る
。　
ラ
サ
の
大
慶
寺
や
周
辺
の
八
角
街
と
よ
ば

れ
る
経
行
路
に
は
巡
礼
が
あ
ふ
れ
、
五
体
投

地
の
法
悦
の
境
に
浸
り
、
寺
内
に
も
参
詣
の

人
々
が
あ
ふ
れ
て
い
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
の
人

口
の
十
分
の
一
の
漢
民
族
に
よ
っ
て
政
治
、

軍
事
、
産
業
、
交
通
等
の
全
て
を
掌
握
さ
れ
、

チ
ベ
ッ
ト
人
自
身
は
例
外
の
名
目
的
幹
部
以

外
は
全
て
被
使
用
者
側
と
い
う
現
況
で
は
無

知
の
法
悦
の
感
が
深
か
っ
た
。

　
観
光
、
従
っ
て
寺
院
へ
の
案
内
も
漢
民
族

の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
人
の

ガ
イ
ド
は
タ
ク
シ
ー
運
転
手
兼
用
の
一
回
だ

け
で
あ
っ
た
。
中
国
風
の
建
築
で
有
名
な
シ

ガ
ツ
ェ
郊
外
の
シ
ャ
ル
寺
は
荒
廃
が
進
み
、

観
光
コ
ー
ス
か
ら
は
ず
れ
た
寺
の
運
命
を
思

わ
せ
た
。

　
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
日
本
人
観
光
客
は
む
し
ろ

減
少
し
つ
つ
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
を
中
・
い
と

す
る
西
欧
人
の
増
加
は
、
若
年
出
家
者
の
認

許
を
口
先
で
よ
ろ
こ
ぶ
だ
け
で
な
く
、
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
会
に
対
す
る
日
本
仏
教
会
の
援
助

に
つ
い
て
物
思
わ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
　
若
林
隆
光
）

　
　
　
〈
新
発
売
〉
ご
先
祖
の
喜
ぶ
か
お
り

「
霊
水
香
」
は
、
ご
先
祖
を
偲
び
、
ご
先

祖
へ
の
感
謝
を
あ
ら
わ
し
、
ご
先
祖
を

供
養
す
る
「
水
」
と
「
か
お
り
」
で
す
。

本
四
を
手
桶
の
中
の
水
に
入
れ
、
墓
石

に
お
か
け
し
ま
す
と
、
荘
厳
な
か
お
り

が
広
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
墓
参
の
方
々
に
「
剣
劇
」
・
「
献
花
」

と
同
様
に
「
霊
水
香
」
の
ご
使
用
を
お
す

す
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
㊦
一
休
堂
謹
製

●‘●

●
■
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《特長》●安全●速効●普通物

■3日後に枯らす超速効タイプ。

50坪用

　　新発売

1袋

量≡■1鰹盛

口闘口lj7卜一’麟ホ和剤

■芝生に雑草をはやさなくする

　芝生用タイプ。

200坪用

　　新発売

1袋

象＝隙審團
《特長》●安全●水なし●長く効く

■水なしで使え、根までも枯

　らし、6ヵ月間雑草の発生

　をおさえる強カタイブ。

3kg入1袋

100坪用

販売元

@灘黙認 東京都千代田区神田美倉町2大恵ビル
　　　　　　　　　　イッキューサン
〒101　電話03（256）1930（代表）
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9

日
本
画
の
絹
の
危
機

　
去
る
六
月
八
日
の
読
売
新
聞
の
夕
刊
に
、

『
消
滅
寸
前
　
日
本
画
の
絹
』
と
い
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
文

化
財
保
護
に
関
心
を
抱
き
、
毎
年
、
自
民
党

の
文
教
部
会
並
文
教
制
度
調
査
会
に
「
国

宝
重
要
文
化
財
の
修
理

・
管
理
・
防
災
事
業
の

充
実
に
つ
い
て
の
要
望

書
」
を
提
出
し
て
、
文

化
財
所
有
者
の
立
場
か

ら
、
財
政
措
置
を
十
分

に
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
申

し
入
れ
を
行
っ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
記

事
は
、
そ
れ
自
体
、
な

か
な
か
興
味
深
い
記
事

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

文
化
財
保
護
の
法
律
に

も
明
記
さ
れ
な
が
ら
、

従
来
の
要
望
書
の
中
で

意
識
さ
れ
な
か
っ
た
点

に
触
れ
て
い
る
の
で
、

概
要
に
多
少
の
潤
色
を

加
え
て
紹
介
し
て
こ
の
問
題
に
、
光
を
あ
て

て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
日
本
で
絵
絹
が
中
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
ら

ず
独
自
で
織
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

狩
野
探
幽
（
十
七
世
紀
）
の
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
連
綿
と
し
て
こ
の
伝
統
は
受
け
継

が
れ
た
が
、
近
代
に
お
け
る
ピ
ー
ク
は
大
正

◎

末
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
で
あ
っ
た
。
大
観
や

清
方
を
は
じ
め
文
展
、
院
展
に
出
品
さ
れ
、

日
本
近
代
美
術
を
飾
っ
た
傑
作
の
た
め
に
、

三
尺
幅
は
お
ろ
か
六
尺
幅
の
大
き
な
絵
絹
が

織
ら
れ
た
ほ
ど
で
「
絹
に
描
か
な
け
れ
ば
、

画
家
に
非
ず
」
の
勢
い
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
絵
絹
生
産
が
次
第
に
衰
退
し
て
し
ま

っ
て
戦
後
、
京
都
西
陣
を
は
じ
め
七
社
、
二

百
五
十
台
あ
っ
た
織
機
が
本
年
六
月
現
在
、

僅
か
に
岐
阜
県
各
務
原
市
に
一
社
七
台
を
残

す
迄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
は
二
つ
の
理
由
が
、
第

一
に
は
、
絵
絹
自
体
の
変
化
が
、
第
二
に
は

い
な
い
自
由
な
状
態
．
に
お
く
と
、
引
っ
張
つ

っ
た
分
だ
け
縮
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

五
尺
五
、
六
寸
の
屏
風
で
一
寸
も
縮
ん
で
し

ま
う
の
で
、
丸
い
太
陽
が
楕
円
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
表
面
の
絵
具
が
剥
落
し
易
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
更
に
は
、
戦
後
の
日
本
画

は
、
洋
画
に
対
抗
す
る
た
め
厚
塗
り
技
法
が

主
流
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
生
活
の
洋
式
へ

の
移
行
、
即
ち
掛
け
軸
か
ら
額
装
へ
の
移
行

の
時
代
を
背
景
と
し
て
画
家
か
ら
絵
絹
を
遠

ざ
け
さ
せ
、
紙
全
盛
の
時
代
を
招
来
し
た
の

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
絵
絹
は
滅
び
て
し
ま
う
。

…
文
化
財
保
護
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
…

近
代
日
本
画
技
法
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。

日
本
画
手
法
の
変
化

　
墨
の
線
と
濃
淡
の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
の
絵
絹
の
改
良
は
、
織
機
の
近
代
化
に
よ

る
量
産
と
吝
い
ま
っ
て
従
来
の
手
織
り
に
よ

る
絵
絹
と
は
異
な
る
新
し
い
特
徴
を
呈
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
縦
糸
に
張
力
を
か

け
る
絵
絹
の
登
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
絵
絹
は
、

画
家
に
と
っ
て
大
層
魅
力
的
で
あ
っ
た
が
、

大
き
な
欠
点
も
併
せ
も
っ
て
い
た
。
縦
糸
に

張
力
を
か
け
る
た
め
、
絵
絹
を
引
っ
張
っ
て

こ
の
傾
向
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
「
頼
朝
像
」

の
模
写
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
宝
を
模
写
す
る

に
あ
た
り
初
め
て
古
絹
の
復
元
が
、
糸
の
太

さ
や
織
り
方
を
工
夫
し
て
平
織
り
機
で
試
み

ら
れ
た
。
張
力
を
か
け
て
い
な
い
の
で
縮
み

は
少
か
っ
た
。
こ
う
し
て
復
元
さ
れ
た
絵
絹

は
高
山
辰
雄
、
稗
田
一
穂
と
い
っ
た
大
家
を

刺
激
し
、
若
い
画
家
た
ち
の
間
で
評
判
と
な

っ
た
。
紙
へ
の
技
法
が
出
尽
し
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
戦
後
の
主
流
と
な
っ
た
厚
塗
り
手

法
が
剥
落
へ
の
心
配
と
と
も
に
反
省
を
迫
ら

れ
て
い
る
今
日
、
手
織
に
よ
る
古
絹
の
復
元

は
、
新
し
い
日
本
画
の
時
代
を
作
る
の
か
ど

う
か
、
甚
だ
興
味
深
い
…
…
…
。

国
家
の
保
護
育
成
を

　
国
宝
や
重
要
文
化
財
ま
た
未
指
定
で
は
あ

っ
て
も
貴
重
な
文
化
財
の
修
理
・
保
存
、
更

に
は
そ
れ
ら
の
復
元
・
模
写
・
模
造
を
考
え

る
時
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の

た
め
の
材
料
の
生
産
、
用
具
の
製
造
、
そ
れ

に
技
能
者
の
確
保
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
仏
さ
ま
を
修

理
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
材
料
が

用
意
さ
れ
、
優
れ
た
技
能
者
が
丹
誠
を
凝
ら

す
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
こ
と
に
は
叶
わ

ぬ
夢
で
し
か
な
い
。

　
け
れ
ど
も
近
代
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、

伝
統
的
な
手
仕
事
の
世
界
に
は
衰
亡
の
影
が

射
す
。
多
く
の
子
供
た
ち
は
、
労
多
く
し
て

報
い
ら
れ
る
こ
と
少
き
親
の
跡
を
継
ぎ
た
が

ら
な
い
。
理
想
に
燃
え
て
そ
の
道
に
入
．
っ
て

も
や
が
て
疲
労
し
て
離
れ
て
ゆ
く
人
も
多
い

だ
ろ
う
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
問
題
は
伝
統
文
化

の
保
存
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
そ
の
意
味
で

絵
絹
の
運
命
は
、
示
唆
す
る
処
大
き
い
と
思

う
。
絵
絹
の
周
辺
に
は
、
表
具
、
木
工
、
絵
具
、

紙
、
漆
、
染
織
、
金
工
…
…
等
々
が
同
じ
運

命
を
背
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
家
の
手

厚
い
保
護
・
育
成
を
願
っ
て
や
ま
な
い
次
第

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
部
長
　
川
島
宏
之
）

●
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「宗教法人の事務」

便利な手引き書

理
運
営
の
手
引
・
第
二
集
〉

行
さ
れ
た
『
宗
教
法
人
の
規
則
』

て
出
さ
れ
た
も
の
で
、

正
・
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

か
ら
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。

　
目
次
は
、
①
宗
教
法
人
の
事
務
運
営
、
②
管

理
、
③
公
示
、
④
登
記
、
⑤
規
則
の
変
更
、
⑥

合
併
、
⑦
解
散
、
と
つ
づ
き
、
付
録
と
し
て
、

「
宗
教
法
人
法
」
も
の
っ
て
い
る
。

　
内
容
を
み
て
い
く
と
一
、
ま
ず
日
常
の
事

務
運
営
上
生
ず
る
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
対
処
す
べ
き
か
を
具
体
的
な
事
例
を
掲
げ
て

説
明
し
、
次
に
、
宗
教
法
人
法
が
定
め
る
各
機

関
、
制
度
の
仕
組
、
ね
ら
い
等
に
つ
い
て
解
説

を
行
い
、
手
続
、
様
式
、
報
告
義
務
等
は
記
載

例
を
掲
げ
て
詳
述
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
登
記
、

規
則
変
更
、
合
併
、
解
散
な
ど
に
つ
い
て
も
、

行
政
実
例
、
判
例
な
ど
を
交
え
て
、
具
体
的
に

解
説
し
て
い
る
。

　
財
務
を
除
く
宗
教
法
人
の
事
務
全
般
が
、
わ

か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
た
本
書
は
、
各
寺
院
に

必
携
の
書
と
も
い
え
そ
う
だ
。

…
　
宗
教
法
人
法
は
制
定
後
、

“
す
で
に
三
十
年
を
経
過
し

…
て
お
り
、
社
会
状
況
の
変

”
化
に
伴
っ
て
、
一
部
で
は

…
そ
の
見
直
し
の
意
見
も
出

”
さ
れ
て
い
る
。

…
そ
っ
し
た
現
状
を
ふ
ま

…
え
て
、
こ
の
た
び
文
化
庁

…
宗
務
課
か
ら
、
『
宗
教
法
人

”
の
事
務
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

…
こ
れ
は
く
宗
教
法
人
の
管

　
　
　
と
し
て
、
昨
年
刊

　
　
　
　
　
に
引
き
憩
い

　
宗
教
法
人
の
事
務
を
適

　
　
　
管
理
運
営
の
視
点

昭
和
五
十
八
年
九
月
一
日
発
行

　
　
　
　
九
月
号
第
一
，
一
九
一
号

プ
リ
ン
タ
リ
ー
先
生
を

偲
ぶ
ム
五
　
　
　
九
月
十
日
に

　
仏
教
英
語
研
究
会
（
花
山
勝
友
会
長
）
で
は
、

発
足
以
来
百
回
目
の
定
例
研
究
会
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
旧
仏
英
研
の
生
み
の
親
で
あ
る
、
故

ジ
ャ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
タ
リ
ー
先
生
を
偲
び
、
左

記
の
通
り
追
憶
・
感
謝
の
集
い
を
開
催
す
る
。

　
日
時
　
九
月
十
日
　
午
後
四
時

　
会
場
　
新
宿
サ
ン
エ
ー
ビ
ル

　
問
い
合
わ
せ
ば
、
新
宿
区
西
新
宿
三
－
五
－

三
－
八
〇
二
、
仏
教
英
語
研
究
会
（
〇
三
－
三

四
二
一
六
六
〇
五
）
ま
で
。

＝
蚕
豊
務
肩
鐸
録
董
髪
　

倉
七
月
禽

　
　
五
日

五
～
九
日

　
二
＋
日

二
＋
一
日

二
＋
五
日

二
＋
九
日

麟
八
月
蓼

　
　
一
日

　
　
三
日

　
　
五
日

　
　
九
日

　
十
九
日

半
＋
五
日

W
C
R
P
常
任
委
員
会
出
席

W
F
B
執
行
委
員
会
出
席

文
化
庁
宗
務
課
と
懇
談
会

局
内
会
議

野
村
宗
春
師
本
葬
参
列

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

全
仏
大
会
幹
事
会

W
C
R
P
日
本
委
貝
会
出
席

白
川
良
純
先
生
を
囲
む
会
出
席

国
際
専
門
委
員
会

税
務
小
委
員
会

文
化
専
門
委
員
会

常
務
理
事
会

法
律
相
談
室

全
仏
大
会
幹
事
会

局
内
会
議

…護E
…
…

i
蕪
i
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全日本仏教会／国際仏教交流センター編

現場の医師と第一線の仏教者との歯に衣を着せぬ大　　　　　　　　■定価980円

　　討論！原始仏教の死生観や『往生要集』にみる日本

　　　人の死生観を基調にして、いま大きな社会問題になつ

　　　　　ている安楽死、がん告知、脳死の是非、ホスピス運

　　　　　　　動など現実の諸問題にどう仏教者は取組むべきか、死

四六判252ページ

者を弔うとともに病めるひとびとに励ましと慰めを

　　与えるのが、仏教者の本務ではないか、等々　　50

　　　虚蝉を目ざして仏教者に社会的行動を呼びかける。

＊本書は当会文化部でも取扱っております。是非女盛部

　あてお申込み下さい。（代金後払い、送料当方負担）
〒102
東京都千代田区三番町5
振替・東京8－29639
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